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環境省 中間貯蔵施設情報サイト 第4回戦略検討会 資料２

日米二国間対話（民生用原子
力協力に関する日米二国間委

員会など）や国際機関
（IAEA）との対話において、

除去土壌の県外最終処分に向
け、減容・再生利用に関する技

術的な検討を進めている

除染・廃棄物技術協議会

産官学金による
「世界初のナショナル
プロジェクト」
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12月17日院内集会資料

2024.12.17院内集会アーカイブ動画をぜひご覧ください
「ごみから社会がみえてくる 2」

https://gomif.blogspot.com/2025/01/20241217.html
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最終処分は最大7億ベクレル、ドラム缶25本分
（福島民友2024.1.11）

汚染土1,400万トン 9割超を再生利用、1割未満を最終処分

「最大濃縮シナリオ」13トン 極限まで減容化して濃縮

「減容化は技術的にはどこまででもできる。要はどこまでカネをか
けるかだ」

除染学会の試算 4,400～6,700億円
（県外最終処分の場合で 再生利用は含めず）

環境省が１月20日に「考え方」を公表

ご参考 「ごみから社会がみえてくる 2」
https://gomif.blogspot.com/2025/01/72520.html



「再利用を進めないと費用はもっと増える」（大迫氏）

「環境放射能除染学会」に所属する研究者のグループが初め
て試算

除染廃棄物の再生利用が9割以上で実現でき、処分は福島県
外で行うという条件で、最終処分が必要なのは全体の8％に
あたる113万立方メートルとなり、処分場の建設や輸送など
を考慮した費用は最低でも4401億円と算出

放射性物質を濃縮する処理を行って最終処分量を1900立
方メートルまで減らすケースでは6756億円がかかる

(NHK政治マガジン2021年2月26日「注目記事」）すでに削除

大迫政浩国立環境研究所
資源循環・廃棄物研究セ
ンター長



このトンデモナイ公共事業を策謀したのは誰なのか？

（金）産官学の癒着構造から読み解く

国家戦略「前例のない一大ナショナル・プロジェクト」



環境省の有識者会議

中間貯蔵除去土壌等の減容・
再生利用技術開発戦略検討会

除去土壌等の再生
利用方策検討ワーキ

ンググループ

除去土壌等の減容
化技術等検討ワーキ

ンググループ

除去土壌等の再生
利用及び最終処分
に係る地域の社会
的受容性の確保方

策等検討ワーキング
グループ

除去土壌等の再生
利用に係る放射線

影響に関する安全性
評価検討ワーキング

グループ

コミュニケーション
推進チーム

環境回復検討会

除去土壌の処分に
関する検討チーム会

合

除去土壌等の減容・
再生利用方策検討ワー

キンググループ※

※ JAEA/土木学会ＷＧ

飯舘村長泥地区環境
再生事業技術検討
ワーキンググループ

JESCO

環境放射能
除染学会

中間貯蔵除去土壌等の減容・再生利用技術開発戦略



除去土壌等の減容・
再生利用方策検討
ワーキンググループ
JAEA/土木学会ＷＧ
第1回資料



除去土壌等の減容・
再生利用方策検討
ワーキンググループ
JAEA/土木学会ＷＧ
第1回資料



環境省 業務体制図

電通研 野池元基氏提供

• 広告代理店の電通、共同PRが環境省本省と
福島環境再生事務所に常駐

• 三菱総研と電通が除染統括事務局
（電通が大半を占めている）

• 除染プラザは電通、凸版、パソナが運営
• 外部アドバイザーとして専門家、JAEA、

東京電力、原子力学会、電事連



除去土壌等の減容・
再生利用方策検討
ワーキンググループ
JAEA/土木学会ＷＧ
第1回資料

環境省の検討会、
ワーキンググ
ループ委員

★土木学会エネ
ルギー委員会委
員

★

★



土木学会 エネルギー委員会名簿

https://committees.jsce.or.jp/enedobo/node/10

９電力会社と関連企業、ゼネコン、傘下の研究所、大学、経産省で占められている

★JAEA/土木学会ＷＧ委員

★

★



環境省有識者会議はほぼ原子力ムラで構成
されている



住民の生活やコミュニティではなく「地域経済」の復興

https://josen.env.go.jp/chukanchozou/facility/effort/investigative_commission/pdf/wg_01_05.pdf

除去土壌等の減容・再
生利用方策検討ワー
キンググループ
JAEA/土木学会ＷＧ
第1回資料

土木学会の中に土木広
報センター若者パワー
アップグループがあり、
産官学（行政、公共企業体、
ゼネコン、コンサル、大学な

ど）土木業界の各ポジ
ションで活躍する若手か
ら構成。業界発展のため
に活動



緩められる被ばく線量基準

https://josen.env.go.jp/chukanchozou/facility/effort/investigative_commission/pdf/wg_01_06.pdf

除去土壌等の減容・再
生利用方策検討ワー
キンググループ
JAEA/土木学会ＷＧ
第1回資料



除去土壌等の減容・再生利用方
策検討ワーキンググループ
JAEA/土木学会ＷＧ 第2回資料

https://josen.env.go.jp/chukanchozou/facility/effort/investigative_commission/pdf/
wg_02_03.pdf



土木学会から上がる厳しい意見

https://josen.env.go.jp/chukanchozou/facility/effort/investigative_commission/pdf/
wg_02_03.pdf

除去土壌等の減容・再生利用方策検
討ワーキンググループ
JAEA/土木学会ＷＧ 第2回資料

土は使い切れずに余っている。「現場外からの受け入れ可能量」などほ
とんど存在しない。



除去土壌等の減容・再生利用方策検
討ワーキンググループ
JAEA/土木学会ＷＧ 第3回資料

特措法の適用を受ける期間は、構造物の解体時に発生する土壌等によ
る追加被ばく線量がクリアランスレベルの基準以下になるまでとする

↓

管理するためクリアランス廃棄物とは違うと説明していたにも関わらず
基準を最大限緩め、作業者の被ばく管理も、維持管理もしない方向へ



除去土壌等の減容・再生利用方
策検討ワーキンググループ
JAEA/土木学会ＷＧ 第3回資料

再生利用のフローが非
現実的でマニュアル作
成ができない。

施工段階で地元に説明
するのはトラブル対応
の領域。

アセスの時に開示する
情報は？

道路事業者が放射能の
説明をするのか？

分からないことだらけ
でコメントのしようがな
い。

検討の方針から考え直
す必要がある。

現場を知らない上層部の無謀な計画



参加の呼びかけ

環境放射能除染学会 講演会があります。環境
省や研究者らが登壇する予定です。
13：30～会場の外で抗議スタンディングを行
います。ぜひご参加をお願いします。可能な方
はその後会場に入り一緒に講演を傍聴しま
しょう。産官学による住民を無視した汚染土
再生利用「国家戦略」の実態をぜひ知ってくだ
さい。
2025年1月31日（金）14：00～16：30
日比谷コンベンションホール

ハイブリッド開催
オンライン申込み締切 1月24日（金）13：00
申込み 減容化・再生利用と復興を考える知のネット
ワーク事務局
i-network@jesconet.co.jp



ご清聴ありがとうございました
引き続きご注目ください

放射能拡散に反対する会
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